
教員自己評価

取組状況

・児童の主体的な学習への参加や学

びの成長の実感ができる授業内容の

工夫

93%

・一人一人の児童が考え学び合い、高

め合える授業実践
93%

・効果的な授業実践 93%

・ESDを核としたカリキュラムマネジメ

ント
90%

・質の高い読書習慣の確立 72%

・探究的な学習場面での図書資料な

どの活用
72%

ICT機器の活用 ・日常場面、家庭学習での活用 86%

人権尊重の理念を

理解する。

・「人とのかかわり」を中心とした人権

教育の実践
86%

・児童の状況把握、学年、学校での情

報共有
100%

・学校いじめ防止基本方針に基づく組

織的対応
97%

・クラスの子供たち一人一人の能力の

伸長を図ること
97%

・児童の情報共有に基づく組織的な対

応
100%

・SCなどの関係機関、専門家等との連

携
93%

・落ち着いて過ごせる環境づくり 93%

・グローバルな視点から物事をとらえ

ることができる活動の工夫
76%

・国や郷土を愛し、大切にする心情を

養うための伝統文化の学習
76%

・健康に関する正しい知識の獲得及び

健康的な生活を送ろうとする態度の育

成

86%

・児童一人一人の体力、健康について

の意識向上を図る
79%

・学校便りやホームページ等での積極

的な情報公開
90%

・CSの推進を図る 76%

持続可能な社会の実現を目

指した学校体制の構築
・ESDの推進を進める 86%

〇保護者の約９割が学校が教育活動の工夫を行っ

ている、教育活動に関する情報公開を積極的に行っ

ていると回答している。個人面談や学校公開の実施、

また、学校ホームページなどで日頃の教育活動の様

子を公開してきたことが一定の効果を上げていると

思われる。

◇コミュニティスクールの取組の様子を学校便りや

ホームページ等で引き続き発信し、活動の内容を広

く伝えていく必要がある。

取組例

〇児童の約９割、保護者の約８割が授

業がわかりやすく楽しい（わかりやすく

楽しいと感じている）と回答している。こ

れは、児童の思いを大切にした授業展

開、体験的な活動を多く取り入れてい

ることが一定の効果を上げていると思

われる。

◇保護者の回答を見ると、図書資料や

一人一台端末を活用した学習や英語

学習の評価が低めである。取り組み状

況の周知が十分でないことも理由の一

つとして考えられる。周知方法について

工夫していく必要がある。

３

C

S

の

推

進

一中ゾーンCSの推

進（地域や保護者か

ら信頼される学校づ

くり）

地域・保護者とともに

創る開かれた学校づ

くりを進める。
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【考察】

◇は改善策

令和５年度　狛江市立狛江第一小学校　学校評価（報告）

力を伸ばすための

短期的な目標 保護者ｱﾝｹｰﾄ児童ｱﾝｹｰﾄ

〇児童、保護者共に８割以上が学校が

楽しい（子供は学校を楽しんでいる）と

回答している。

〇児童９割、保護者の８～９割が、あい

さつをするなど相手を大切にしている

（子供は友達を大切にしている）と回答

している。

・コロナが５類に下がってから、さらに人

とのかかわりが増え、相手を大切にす

る気持ちが増していると思われる。

◇教員と児童とのコミュニケーションを

さらに図っていけるように日頃からの声

掛けを多めにしていく必要がある。

〇児童の８割、保護者の約７割がすすんで運動してい

る（子供は運動する姿勢が身に付いている）と回答し

ている。また、８割の児童が栄養のバランスを考えた

食事、睡眠について、できていると回答している。

「きゅうしょくだより」「ほけんだより」を活用した指導

を継続して行ってきたことが結び付いている。

◇限られたスペースや大人数でもすすんで運動に親

しむことができるように毎月の取り組みを工夫し、家

庭と学校が連携して運動習慣の確立を図っていくこ

とが必要である。

伸ばしていく力

仲

良

く

す

る

子

を

育

て

る

た

め

に

人権尊重の精神を基盤

とし、夢や希望をもち、

明るくたくましく生きて

いこうとする心情や態

度を育てる

いじめ・不登校の未

然防止・早期発見・

早期対応の取組

特別な教育的ニーズ

を必要とする児童へ

の支援を図る。

頑

張

る

子

を

育

て

る

た

め

に

たくましい心と体づくり

をめざし、健康教育を

推進する

グローバルに活躍で

きる資質・能力の育

成

体育・保健指導・食

育指導を柱とした健

康教育を実践し、体

力の向上を図る。

学

び

あ

う

子

を

育

て

る

た

め

に

様々な課題を解決して

いくために、自ら学び、

考え、判断し、よりよく表

現したり、行動したりす

る実践力を身に付けさ

せる

主体的・対話的で深

い学びの実現に向け

た授業改善

学校は、保護者や地域の方に

対して情報発信していますか。

授業はわかりやすいですか。

授業は楽しいですか。 お子様は、各教科の基礎的・基本的な

事柄が身に付いていますか。

知らないことを調べたり、友達と話したりして

すすんで勉強をしていますか。

相手の気持ちを考えて

行動していますか。

先生とコミュニケーションを

とっていますか。

学校は楽しいですか。

自分からあいさつを

していますか。

すすんで運動を

していますか。

栄養のバランスを考えてよく食べ、

睡眠をしっかりとっていますか。

お子様は、いろいろな学習方法（本やインターネットなど）を

使い、自分から家庭学習を行っていますか。

お子様は、自分・他者ともに大切にしようと

する姿勢が身に付いていますか。

お子様は楽しく学校生活を

送れていますか。

お子様は、あいさつの習慣

が身に付いていますか。

お子様は、運動やスポーツ（遊びや部活動を含む）に

すすんで取り組む姿勢が身に付いていますか。

お子様は、栄養、睡眠など自分の健康を

意識することができていますか。

学校は、教育活動に地域人材を

積極的に活用していますか。
学校は、創意工夫して教育活動を

行っていると思いますか。

狛江市がコミュニティースクール（学校

運営協議会制度）の取組を進めている

ことを知っていますか。

緑野小学校、狛江第一中学校とともに

『一中ゾーン』の学校としてのコミュニティ

スクールであることを知っていますか。

お子様は、ICT機器を学習で

活用する力が身に付いていますか。

お子様は、英語学習に積極的に

取り組む姿勢が身に付いていますか。

学校は、児童・生徒の実態に合わせ、

個に応じた指導を展開していますか。

学校は、相談したことに対して丁寧に

対応していますか。


